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【研究内容の概要】

PTPRR遺伝子のメチル化の有無をみることで癌の治療薬の効果が予測できる。

PTPRR遺伝子のメチル化の有無によるがん治療薬の効果予想
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特
徴
／
効
果

・ KRAS G12C変異を有する肺癌ではKRAS阻害剤が標準治療薬。
・ PTPRR遺伝子を調べることで治療前にKRAS阻害剤治療の効果が予測できる。

利
用
／
用
途

・ 肺癌患者の治療薬の選択に利用できる。

医薬・農薬分野
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PTPRR遺伝子メチル化

陰性 陽性

KRAS阻害剤が有効 ・KRAS阻害剤が無効
・ただしEGFR阻害剤との
併用で有効


